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自治体による小型家電回収の取組事例 

 

使用済小型家電からのレアメタルリサイクルモデル事業（先行地域）の経過報告 

昨年度からの継続分の経過報告 

(秋田県、茨城県、福岡県) 

 

資料４－１ 
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秋田県 大館市、能代市

及び山本郡（八峰町、三

種町、藤里町） 

茨城県 日立市 

福岡県 大牟田市 

１．モデル事業の概要 

平成 20 年度は、使用済小型家電の回収活動で先行している自治体等と連携し、使用済小型家電の回収

モデル事業を実施した。 

モデル事業の検討対象及び範囲を以下に示す。 

 

 

注： 評価項目（例）

レアメタル回収

解体・選別

再資源化施設
○製錬所
○処理施設
・・・

残渣（適正処分）

一時保管小
型
家
電 解体・選別

再資源化施設
○製錬所
○処理施設
○・・・

小型家電回収
○拠点回収
○ステーション回収
○・・・

・処理技術

・回収レアメタル

・残渣適正処理

・運搬方法

・運搬体制

・既存制度との整合

・回収方式

・回収体制

・管理方法

・

対

象

機

器

注： 評価項目（例）

レアメタル回収

解体・選別

再資源化施設
○製錬所
○処理施設
・・・

残渣（適正処分）

一時保管小
型
家
電 解体・選別

再資源化施設
○製錬所
○処理施設
○・・・

小型家電回収
○拠点回収
○ステーション回収
○・・・

・処理技術

・回収レアメタル

・残渣適正処理

・運搬方法

・運搬体制

・既存制度との整合

・回収方式

・回収体制

・管理方法

・

対

象

機

器

 

図 使用済小型家電の回収モデル事業の概要 

 

 

平成 20 年度は、以下の３地域においてモデル事業が実施され、昨年度の研究会にて平成 20 年度実施

分（平成 20 年 12 月～2 月分（一部 3 月分のデータあり））について回収データ等の報告が行われたところで

ある。 

これらの３地域については、昨年度から先行して使用済小型家電の回収が行われており、本資料では、

平成 20 年度実施分に平成 21 年度実施分（秋田県：平成 20 年 12 月～平成 21 年 7 月、茨城県：平成 21 年

2 月～8 月、福岡県：平成 21 年 1 月～8 月）を加えた回収データを報告する。 

 

【平成 20 年度モデル事業の実施地区】 

○ 秋田県：大館市、能代市及び 

山本郡（八峰町、三種町、藤里町） 

○ 茨城県：日立市 

○ 福岡県：大牟田市 
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○ 本資料にて報告する小型家電の回収実施地区及び回収期間 

回収手法 秋田県(大館市、能代市、山本郡) 茨城県(日立市) 福岡県(大牟田市) 

ボックス 

回収 

平成20年12月22日 
～平成21年7月31日（継続中） 
○大館市：新規設置 

平成 20 年 12 月19 日 

平成 21 年 1 月 15 日 

○能代市、山本郡：新規設置 

平成 21 年 2 月 1 日 

・その他 
平成 18 年度以降に設置済み 
分あり 

平成21年2月１日 
～平成21年8月31日（継続中） 

平成21年1月18日 
～平成21年8月31日（継続中） 

ピック 

アップ 

回収 

平成 20 年 12 月 12 日 
～平成 21 年 7 月 31 日（継続中） 
 
※大館市分のみ対象 

 

平成 20 年 2 月 1 日 
～平成 21 年 8 月 31 日（継続中） 
 

※試行期間（12/27～1/31） 

平成 20 年 12 月27 日 ～ 

平成 21 年 1 月 31 日  

(平成 20 年 12 月 27 日、 

平成 21 年 1 月 6 日、20 日 

の 3 日について回収を実施） 

平成 20 年 12 月 11 日 
～平成 21 年 8 月 31 日（継続中） 

イベント 

回収 

○こども冬まつり 
平成 21 年 2 月 1 日 

○レアメタル・サイエンスカフェ 
平成 21 年 3 月 1 日 

○オープニングイベント 
平成 21 年 1 月 18 日 

○2009 環境フェア 
平成 21 年 3 月 22 日 

ボックス回収  ：回収ボックス（回収箱）を様々な地点に常設し、排出者が使用済小型家電を直接投入する方式 

ピックアップ回収：従来の一般廃棄物の分別から、使用済小型家電を選別する方式 

イベント回収  ：地域のイベントにおいて回収ボックス等を設置し、参加者が持参した使用済小型家電を回収する方式 

 

 

○ 本資料の概要 

 各モデル地域において、昨年度から先行して約7～8 か月間にわたり使用済小型家電の回収を実施した。

回収状況について、昨年度研究会にて報告した回収状況（平成 20 年 12 月～2 月分（一部 3 月分のデータ

あり））と比較したところ以下のとおりとなった。 

 

・ ボックス回収、ピックアップ回収ともに回収品目の傾向に相違は見られなかった。また、人口 1,000 人当

たり、月当たり、ボックス１箇所当たりといった回収台数・回収重量についても大きな差は見られず、昨

年度研究会にて報告した結果と同様の傾向であった。 
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２． 回収地域の基礎データ 

回収モデル事業対象地域の基礎データを下記の情報項目に従って、以下の図表に示す。 

 

【情報の整理項目】 

○ 位置、地形 

○ 人口、世帯数 

○ 面積 

○ 人口密度 

○ 産業部門別就業者割合 

○ 人口の年齢構成 

○ 地域性(気候等) 

○ 日常生活の主要な交通手段 

○ 使用済小型家電排出時の一般廃棄物の分類 

 

 

 

 

 

秋田県モデル事業対象地域の位置 

 

モデル事業対象地域 
大館市（ボックス回収、ピックアップ回収） 

能代市（ボックス回収、イベント回収） 

山本郡八峰町（ボックス回収） 

三種町（ボックス回収） 

藤里町（ボックス回収） 
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茨城県モデル事業対象地域（日立市）の位置 

 

 

 

福岡県モデル事業対象地域（大牟田市）の位置 

モデル事業対象地域 
日立市 

（ボックス回収、ピックアップ回収、

イベント回収） 

モデル事業対象地域 
大牟田市 

（ボックス回収、ピックアップ回収、

イベント回収） 
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回収モデル対象地域の基礎データ 

情報項目 秋田県 大館市、能代市、山本郡 茨城県 日立市 福岡県 大牟田市 

人口 
世帯数 

計 172,148人、62,510世帯 
 

人口：平成20 年秋田県年齢別人口流動調査結果（年齢不詳65 名除く） 

世帯：秋田県の人口と世帯（平成21 年1 月１日時点） 

（大館市、能代市、山本郡（八峰町、三種町、藤里町）の合計、詳細内訳は参考

資料(秋田県）に示す。） 

 

日立市 198,223 人、81,586 世帯 
（日立市地区別・年齢別人口（平成20 年10 月１日現在）） 

 

大牟田市 130,472人、57,140世帯 
人口：住民基本台帳人口（平成20 年10 月１日現在） 

世帯：大牟田市ウェブサイト（平成21 年2 月1 日現在） 

面積 計 2,104.7 km2  （各自治体ウェブサイトより集計） 

（大館市、能代市、山本郡（八峰町、三種町、藤里町）の合計、詳細

内訳は参考資料に示す。） 

日立市 225.6km2   
(日立市行政指標) 

大牟田市 81.6km2 

 （大牟田市ウェブサイト） 

人口密度 81.6 人/km2 

全国平均の１／４ 

878.6 人/km2 

全国平均の 2.5 倍 
1,575.1 人/km2 

全国平均の 4.6 倍 

産業部門 
別就業者 
割合 12% 28% 60%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第１次産業 第２次産業 第３次産業

 

「平成17 年国勢調査」 

 

2.1 37.5 59.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第１次産業 第２次産業 第３次産業

 

「平成17 年国勢調査」 

 

2.4 26.7 69.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第１次産業 第２次産業 第３次産業

 

「平成17 年国勢調査」 

 

 

年齢構成 
（単位　人）

性別 計 15歳未満 15～64歳 65歳以上

男 79,765 10,110 48,314 21,341

(13%) (61%) (27%)

女 92,383 9,657 49,347 33,379

(10%) (53%) (36%)

計 172,148 19,767 97,661 54,720

(11%) (57%) (32%)  

(平成20 年秋田県年齢別人口流動調査結果) （年齢不詳65 名除く） 

（単位　人）

性別 計 15歳未満 15～64歳 65歳以上

男 99,233 14,281 63,908 21,044

(14%) (64%) (21%)

女 98,990 13,387 59,845 25,758

(14%) (60%) (26%)

計 198,223 27,668 123,753 46,802

(14%) (62%) (24%)  

（日立市地区別・年齢別人口（平成20 年10 月１日現在）） 

（単位　人）

性別 計 15歳未満 15～64歳 65歳以上

男 59,835 8,060 37,830 13,945

(13%) (63%) (23%)

女 70,637 7,621 39,862 23,154

(11%) (56%) (33%)

計 130,472 15,681 77,692 37,099

(12%) (60%) (28%)  

（住民基本台帳人口（平成20 年10 月１日現在）） 

全国平均 343 人/km2 (H17) 
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情報項目 秋田県 大館市、能代市、山本郡 茨城県 日立市 福岡県 大牟田市 
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46
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77

60

55
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49

33

12

4

1

28

32
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25

32
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5

 0 ～4 

 5 ～9 

10～14

15～19

20～24

25～29

30～34

35～39

40～44

45～49

50～54

55～59

60～64

65～69

70～74

75～79

80～84

85～89

90～94

95～

卖位：百人男　　　　年齢　　　　　女

 

(平成20 年秋田県年齢別人口流動調査結果) 

42

48

52

55

57

67

80

69

60

60

75

49

67

76

61

36

22

9

4

1

39

47

48

47

48

60

73

61

56

57

77

46

73

77

60

46

36

24

12

4
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卖位：百人男　　　　年齢　　　　　女

 

（日立市地区別・年齢別人口（平成20 年10 月１日現在）） 
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卖位：百人男　　　　年齢　　　　　女

（住民基本台帳人口（平成20 年10 月１日現在）） 

地域性 
(気候等) 

・ 東北地方北西部の秋田県に位置し、気候は日本海側気候に

区分。 

・ 冬季間の日照時間が少なく気温は低い。県全域のほとんどが

特別豪雪地帯に指定され、雪が多く降り積もりやすい。 

・ 対象地域は青森県と接し、秋田県内では県の北部、北西部に

位置し、大館市、藤里町は内陸側に位置し、能代市、八峰町、

三種町は日本海に面している。 

・ 関東地方北東部の茨城県に位置し、気候は太平洋側気候に

区分。 

・ 気候は温暖である。 

・ 茨城県内では県の北東部に位置し、太平洋に面している。 

 

 

・ 九州地方の北東部の福岡県に位置する。気候は温帯的要

素が強いが、日本海外側気候の影響も受ける。 

・ 瀬戸内海式気候に近く年間を通して温暖で、降水量も多く

ない。冬期は気温が氷点下まで下がることもあるが積雪す

ることはほとんどない｡ 

・ 福岡県内では県の单西部に位置、有明海に面し、熊本県と

接している。 

日常生活 
の主要な 
交通手段 

・ 日常生活の主な交通手段は車が多い。 

 

 

・ 日常生活の主な交通手段は車が多い。 

・ 市内への通勤通学者の割合が県内でも高い。 

・ 日常生活の主な交通手段は車が多い。 

・ 市内や隣接する荒尾市への通勤通学のほか、福岡市内な

どへ通勤通学での鉄道利用もある。 

使用済小型
家電の 
一般廃棄物
の分類 

大館市：不燃ごみ（指定袋使用） 

粗大ごみ（有料：200 円のシール貼付） 

能代市：燃えないごみ・粗大ごみ(有料：500 円のシール貼付） 

三種町・八峰町：： 

燃えないごみ・粗大ごみ(有料：500 円のシール貼付） 

藤里町：燃えないごみ 

粗大ごみ（小）： 

指定の粗大ごみ処理袋（45L、1 袋300 円）に入るもの。 

燃えないごみ： 

指定ごみ袋（（指定袋：25L（10 枚250 円）、10L（10 枚100 円））

に入り袋の口を結べる大きさのもの。  

大型ごみ： 

上記指定袋に入らない物はシール（1 点400 円から）を貼付け

て出す。 
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（２） 回収手法の概要 

１） ボックス回収 

情報項目 秋田県 大館市、能代市、山本郡 茨城県 日立市 福岡県 大牟田市 

 

回

収

対

象

機

器 

①対象 

機器の 

種類 

種類を特定しない 

 

ボックス投入口（15cm×25cm）を通

過する大きさの使用済小型家電 

及び付属品 

 

計10種類（種類を特定） 

 

・デジタルカメラ 

・ビデオカメラ 

・携帯電話 

・携帯音楽プレーヤー 

・ゲーム機器 

・電子手帳 

・卓上計算機 

・カーナビ 

・ワープロ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

・AC アダプタ 

計12種類及び付属品 

(他の小型家電も回収状況を把握) 

・デジタルカメラ 

・ビデオカメラ 

・携帯電話 

・ポータブル音楽プレーヤー 

・小型ゲーム機 

・電子辞書 

・電卓 

－ 

－ 

・ポータブル DVD プレーヤー 

・携帯用ラジオ 

・携帯用テレビ 

・HDD 

・リモコン 

・電子機器付属品等 

対

象

外 

①対象外 

の種類 

エアコン、テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗

濯機・衣類乾燥機、パソコン 

上記対象機器以外の物 

 

エアコン、テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗

濯機・衣類乾燥機、パソコン 

②対象外 

の理由 

家電リサイクル法等の対象品目のた

め 

市民の理解を得やすくするために、

回収対象機器を限定 

家電リサイクル法等の対象品目のた

め 

 

設

置

場

所 

①設置 

施設名 

 

合計70ヵ所（新設 44、既設 26） 

（公共施設、スーパー、学校等） 

・大館市：32 カ所 

大学、高校、郵便局 

・能代市、山本地域：12 カ所 

役所、地域センター等 

［既設分］ 

・大館市（H18～15 カ所） 

スーパー、市役所、公民館等 

・能代市、山本地域 

（H19～11 カ所）役所、農協等 

合計７ヵ所（公共施設） 
・日立市役所 

・市役所支所 

（多賀、单部、豊浦、日高、西部、 

十王） 

 

合計30ヵ所 
1) 公共施設（11 ヵ所） 

 市役所、公民館 

2) 小売店（17 ヵ所） 

 スーパー、ﾎｰﾑｾﾝﾀｰ 等 

3) 学校等（2 ヵ所常設回収） 

4)他(高校) 

2/16～3/13、高校７校につき各校1

週間の期間限定でボックス回収を実

施。 

②回収 

期間 

平成20年12月22日 
～平成21年7月31日（継続中） 

○大館市：新規設置 

平成20年12月19日及び 

平成21年1月15日 

○能代市、山本郡：新規設置 

   平成21年2月1日 

・この他に、既設分回収あり 

平成21年2月１日 
～平成21年8月31日（継続中） 

平成21年1月18日 
～平成21年8月31日（継続中） 

③収集 

頻度 

月1回 
（あるいは2回） 

月2回 月2回 

 

管

理

対

策 

①異物 

対策 

 

・ ボックスに回収品目例を掲示した

蓋を設置し、回収対象のイメージ

を伝達すると共に、ごみ等の投入

抑制を図っている。 

 

・ 投入口に対象品目を図示、大き

さによって品目を制限。 

・ ボックス周辺に、対象品目を明

示したポスターを掲示、ビラ配

置。 

・ 回収ボックスに回収対象の小型

家電を表示したパネルを設置。 

 

 

②盗難 

防止 

・ 回収ボックスは、できる限り店員や

職員の目が届きやすい場所に設

置している。 

・ スチール製ボックスは施錠可能。 

・ 施錠。 

・ 屋内で市職員の目の届く範囲

に設置。 

 

・ 施錠 

・ 施設設置場所の管理者が目の

届く範囲に設置。 

 

③ 

その他 

・ 個人情報の消去を促す文書を掲

示。 

 

・ 個人情報のある機器のため専用

の投入口（小）を設け、投入口に盗

難（抜取）防止のため内部にスラ

イダー（投入口小）設置。 

・ 携帯電話等の機器に関して、 個

人情報の消去を促す文書を掲示。 

・ 盗難防止のため、内部にスライダ

ーを設置。 

【他の対象外事例】 

・粗大ごみ 

→市の収集システムがある 

・記録媒体 

→レアメタル含有が少ないと 

判明している 

・乾電池 

→収集での安全性のため 

別の収集システムがある 
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２） 回収ボックスの概要 

情報項目 秋田県 大館市、能代市、山本郡 茨城県 日立市 福岡県 大牟田市 

①形状･材質 

 

②サイズ 

（ボックス） 

 

③投入口の 

 大きさ 

1) ダンボール製（大）（新設） 

①ダンボール 

②幅 44cm×奥行 44cm×高さ 77cm 

③投入口：15cm×25 cm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①スチール製 

 

②幅 56 cm×奥行 40 cm×高さ 71 cm 

（前面）、(背面高さ 92cm) 

 

③投入口： 

（大）30 cm×15 cm 

（小）10 cm×5 cm 

※携帯電話等個人情報を含むもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

①スチール製 

 

②幅 45cm×奥行 50cm×高さ 80cm 

 

 

③投入口：幅 25 ㎝×高さ 10 ㎝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) ダンボール製（小）（新設） 

①ダンボール 

②幅25 cm×奥行35 cm×高さ30 cm 
③投入口：15 cm×25 cm 

 

 

 

 

 

 

 

3) スチール製（既設） 

①スチール 

②幅50 cm×奥行42 cm×高さ91cm 

③投入口：15 cm×25 cm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30cm 

25cm 
35cm 

50cm 
42cm 

91cm 

50cm 

80cm 

45cm 

56cm 
40cm 

71cm 

92cm 

44cm 

77cm 

44cm 

ダンボール製の回収ボックス（大） ダンボール製の回収ボックス（小） 

 

スチール製の回収ボックス 

秋田県モデル事業の回収ボックス概観 
対象品目を指定 

した蓋を設置 
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３） ピックアップ回収 

情報項目 秋田県（大館市のみ） 茨城県日立市 福岡県大牟田市 

①回収対象 

機器の種類 

種類を特定しない 

→ボックス回収と同様 

 

・ レアメタル等の金属資源を含むと

想定される使用済小型・中型の

家電を対象とする。 

※サイズの制限はない。 

・ ただし、家電リサイクル対象品目

は対象外。 

・ パソコンについては、混入状況

のデータ収集は行う。 

計10種類（種類を特定） 

→ボックス回収と同様 

・デジタルカメラ 

・ビデオカメラ 

・携帯電話 

・携帯音楽プレーヤー 

・ゲーム機器 

・電子手帳 

・卓上計算機 

・カーナビ 

・ワープロ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

・AC アダプタ 

 

計12種類及び付属品 

 

・デジタルカメラ 

・ビデオカメラ 

・携帯電話 

・ポータブル音楽プレーヤー 

・小型ゲーム機 

・電子辞書 

・電卓 

－ 

－ 

・ポータブル DVD プレーヤー 

・携帯用ラジオ 

・携帯用テレビ 

・HDD 

・リモコン 

・電子機器付属品等 

②ピック 

アップ対象廃

棄物区分 

不燃ごみ 

※指定ごみ袋(25L、10 枚 150 円程度) 

に入るもの 

粗大ごみ 
※有料シール(200 円,400 円,800 円) 

添付でトラック回収、あるいは 

持込搬入されるもの。 

 

粗大ごみ（小） 
※指定の袋（45L、5 袋 1,500 円）に 

入るもの 

不燃ごみ 
※指定袋（25L（10 枚 250 円）、 

10L（10 枚 100 円））に入るもの 

 

③場所 

（回収を 

行う施設） 

大館市粗大ごみ処理場 

 

日立市清掃センター 大牟田市リサイクルプラザ 

④回収 

期間 

平成 20 年 12 月 12 日 

～平成 21 年 7 月 31 日（継続中） 

※大館市分のみ対象 

 

 

平成 20 年 2 月 1 日 

～平成 21 年 8 月 31 日（継続中） 

※試行期間 

平成 20 年 12 月 27 日 ～ 

平成 21 年 1 月 31 日  

(12.27,1/6,1/20 に回収を実施) 

平成 20 年 12 月 11 日 

～平成 21 年 8 月 31 日（継続中） 

⑤排出頻度 

（市町村 

回収頻度） 

・ 不燃ごみを月1回排出 

・ 指定ごみ袋(25L) 

 

 

 

 

 

・粗大ごみを 2ヶ月に1回（奇数月） 

排出 

・持ち込みについては随時受付 

・ 粗大ごみ（小）を月に１回排出 

・ 指定ごみ袋(45L) 

 

 

 

 

 

 

 

・持ち込みについては随時受付 

・ 不燃ごみを隔週で排出 

・ 指定ごみ袋（25L、10L） 

 

 

 

 

 

 

 

・持ち込みについては随時受付 

⑥ピック 

アップの 

頻度 

・不燃ごみ：4～6 回/月 

・粗大ごみ：搬入の都度 

 

・持ち込みごみ 

市民が分別して指定場所に保管 

・粗大ごみ(小) 

-２月搬入分：全搬入日に回収 

-試行期間：12/27 ,1/6, 1/20 に回収 

・週１回の搬入時に実施 
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４） イベント回収 

情報項目 秋田県大館市、能代市、山本郡 茨城県日立市 福岡県大牟田市 

①イベント 

の名称 

 

○こども冬まつり 
 

○レアメタル・サイエンスカフェ  
in 日立市 

①オープニングイベント 
②2009環境フェア 

②主催・協賛 主催： 

ＮＰＯ法人 青年クラブのしろ 

後援：能代商工会議所、能代市、 

能代市教育委員会等 

主催： 

茨城県、日立市等 

 

 

①主催：大牟田市 

②主催：大牟田市 

後援：大牟田市教育委員会 

 協賛：NPO、市民団体等 

③イベント 

の概要 

 

回収事業 

との 

関連性 

・ 子供たちみんなに冬でも体を動

かして遊んでもらおうというイベ

ント。 

・ 回収ボックスを設置し、回収を呼

びかけるもの。 

 

・ 本モデル事業の意図・目的の理

解を得るためのイベント。 

・ 親子を対象とした広報及び環境

教育の場。持参した小型家電を

自ら解体し、レアメタルリサイクル

の重要性及びレアメタルが身近

な製品に含まれていることを知っ

てもらう。 

 

① モデル事業の開始イベント 

② 環境関係のイベント 

・ 段ボールコンポストの紹介や大牟田

エコタウン立地企業のリサイクル事

業への取組のパネル展示、ＮＰＯ団

体の取組等の紹介等 

④開催場所 

 

・ 能代市総合体育館 日立市十王交流センター 
 多目的ホール 

①ゆめタウン大牟田 
②大牟田市地域活性化センター 
 

⑤開催日 平成21年2月1日 

 

平成21年3月1日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①平成21年1月18日 
 
 
 
 
 
 
 
 
②平成21年3月22日 
 

⑥イベント 

参加人数 

約2,400人 
子供約 800 人、大人約 1,600 人 

 

親子含む51名 
 

① 約200人 
大人、子供それぞれ100名程度 

② 約1,000人 
 

⑦回収手法 ボックス方式 

 会場に回収ボックス設置 

 

ボックス方式 

 会場に回収ボックス設置 

 ※解体対象として参加者が持参 

 

①②ともボックス方式 

 会場に回収ボックス設置 

①では先着100名にエコ商品配布 

 

⑧回収対象 

機器 

種類を特定しない 

 

ボックス投入口（15cm×25cm）を通過

する使用済小型家電及び付属品 

計10種類（種類を特定） 

→ボックス回収と同様 

・デジタルカメラ 

・ビデオカメラ 

・携帯電話 

・携帯音楽プレーヤー 

・ゲーム機器 

・電子手帳 

・卓上計算機 

・カーナビ 

・ワープロ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

・AC アダプタ 

計12種類及び付属品 

(他の小型家電も回収状況を把握) 

・デジタルカメラ 

・ビデオカメラ 

・携帯電話 

・ポータブル音楽プレーヤー 

・小型ゲーム機 

・電子辞書 

・電卓 

－ 

－ 

・ポータブル DVD プレーヤー 

・携帯用ラジオ 

・携帯用テレビ 

・HDD 

・リモコン 

・電子機器付属品等 
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５） 周知方法 等 

情報項目 秋田県 大館市、能代市、山本郡 茨城県 日立市 福岡県 大牟田市 

チ

ラ

シ 

 

①対象 ボックス回収 
 

ボックス回収 ボックス回収 

②場所 

 

・ 大館市全世帯 

・ 大館市内大学・高校 

 

・ ボックス設置箇所 

・ 回覧板 

・ 地域の交流センター 

・ 新聞折込 

・ 市内小中学校全生徒 

・ 公共施設やボックス設置店舗 

③規模 

 

4万枚 
 

2万枚 
 

・予告チラシ：7万部 

・設置場所情報チラシ：2万部 

④ 

対象者 

大館市、能代市、山本郡住民 
市町村や協力団体等にも配布 

日立市住民 
 

大牟田市住民 
 

⑤時期 

・期間 

 

平成21年１月30日～ 

 ボックス回収期間中に配布 

 

平成21年1月28日～ 
 

予告チラシ： 

平成20年12月21日～ 
設置場所情報チラシ： 

平成21年1月15日～ 

⑥内容 ・ 回収事業の取組のほか、チラシ裏

面では対象機器、注意点について

説明。 

 

 

 

 

 

 

 

・ 回収の開始及び回収の目的の周

知として、表面に回収開始日時、

回収場所、回収品目を明記。裏面

に回収の目的や本事業のねらい

などを説明。 

 

 

 

 

 

 

 

予告チラシ： 
年末に、回収予告ちらしで小型家電

を当面保管しボックス設置後持参す

るよう呼びかけ。 

設置場所情報チラシ： 
・ 回収ボックスに配置 

・ 市民、高校生に配布 

・ 市民を対象に実施するモデル回

収事業に関するアンケート調査の

対象者に、アンケートと併せて送

付 

 

ポ

ス

タ

ー 

①対象 

 

ボックス回収 ボックス回収 ボックス回収 

②場所 

 

新設回収場所、公共施設等に貼付 

 

ボックス設置箇所 

市内交流センター 

 

公共施設 

ボックス設置店舗に掲示 

③規模 

 

150枚 50枚 100部 

④ 

対象者 

大館市、能代市、山本郡住民 日立市住民 
 

大牟田市住民 
 

⑤時期 

・期間 

 

平成20年12月19日～ 

平成21年1月23日で貼り付け 

平成21年1月28日～3月末 
 

平成21年1月15日～3月末 
 

⑥ 

内容 

・回収事業の取組等について説明。 ・ 回収の開始及び回収の目的。 

・ 回収開始日時、回収場所、回収品

目を明記。 

 

・回収の趣旨、品目、開始日、ボックス

設置場所等を掲載。 
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情報項目 秋田県 大館市、能代市、山本郡 茨城県 日立市 福岡県 大牟田市 

 

そ

の

他 

 新聞掲載（2 回実施） ケーブルテレビ 市の広報誌 

①対象 1回目：ボックス回収 
2回目：ボックス回収 

及びイベント 
 

ボックス回収 
 
 

ボックス回収 
 
 

②場所 

 

新聞 
秋田魁新報（全 2 回） 

北鹿新聞（1 回目） 

大館新報（1 回目） 

北羽新報（2 回目） 

行政提供番組 
日立市のチャンネルで、ポスター画

像とナレーションが流される。 

 （他の周知事項と同じ方法） 

「広報おおむた」に掲載 

 

 

③規模 

 

市内加入者 1 万 7 千世帯 

（日立市 7 万 5 千世帯） 

約 55,300 部 

 

④ 

対象者 

新聞購読層 
秋田魁新報（秋田全域） 

北鹿新聞（秋田県北地域） 

大館新報（大館市周辺） 

北羽新報（能代、山本地域） 

日立市ケーブルテレビ加入者 
 

大牟田市民 
 
 

⑤時期 

・期間 

 

1回目：平成20年12月25 日 
2回目：平成21年1月30日 

平成21年1月18日から3月末 平成21年1月15日 

⑥内容 

 

・ 回収事業の取組（目的、方法、ボ

ックス設置場所等）を説明 

・ 2 回目は回収事業の取組のほか、

イベントでの回収について説明。 

 

・ 「回収の開始及び回収の目的」を

市民への周知事項の一つとして放

送。 

 

・ 回収の趣旨、品目、開始日、ボッ

クス設置場所、オープニングイベ

ント等を掲載。 

 

 

 バス広告   

①対象 ボックス回収 

②場所 大館市内のバス（秋北バス） 

③規模 バス２０台 

④ 

対象者 

対象地域住民（大館市） 

 

⑤時期 

・期間 

平成 21 年１月 31 日～２月 28 日 

 

⑥内容 回収事業の取組を説明。 

 イベントチラシ 

①対象 イベント回収 

②場所 

③規模 

能代市内の全小学校 

 

④ 

対象者 

約 3,000 部（全生徒） 

⑤時期 

・期間 

平成 21 年１月 27 日 

 

⑥内容 イベント（こども冬まつり）での 

回収の説明 
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情報項目 秋田県 大館市、能代市、山本郡 茨城県 日立市 福岡県 大牟田市 

シンボル
マーク等 

キャラクター・シンボルマーク 
○「こでんちゃん」 
・ 市民から見た事業の一貫性

を保つため、また小型家電と
いう硬い印象を和らげるもの
として作成。 

・ キャラクターをチラシ、ボック
スに利用。 

 
・ 常設ホームページ 

http://www.coden.jp/ 

 
 

キャラクター・シンボルマーク 
○「レアメタくん」 
・ 事業をより身近なものにする

ため、県独自のイメージキャ
ラクターを作成。 

・ キャラクターをチラシ、ボック
スに利用。 

・ 今後ステッカーやエコバッグ
などの関連グッズも作る予
定で、県の催しなどで環境教
育にも活用する予定。 

 
 

キャラクター・シンボルマーク 
○大蛇山まつりのマスコット 

ダイジャー(大牟田市)利用 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○くりんくるくん 
大牟田エコタウンマスコット 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アンケ 
ート 

  目的： 
小型家電回収にかかる状況、意識
の把握を行う。 
○使用済小型家電の保有状況 
○回収モデル事業の認知度 

及び認知した方法 
○回収モデル事業への協力の 

意識、事業を効果的に行う 
ための提案など 

対象地域：大牟田市 
抽出方法：無作為抽出方式 
実施期間： 

平成 21 年 2 月３日（郵送） 
～2 月 25 日（回答締切） 

調査対象属性：１８歳以上の男女 
抽出数：4,600 人 
（大牟田市の人口の約４％に相当
（平成 21 年 2 月 1 日時点）） 
回収状況 
○返信 1,475 部  
（32.1％。抽出数に占める割合） 
○有効回答 1,437 部 
（97.4 ％。返信部数に占める割
合。） 

回収から 
処理まで 
のデュー 
プロセス 

・ 回収時にデータ消去を掲
示。 

・ 市民、モデル事業協力者に
は適切な管理を依頼。 

・ 回収時にデータ消去を掲
示。 

・ ボックスからの携帯電話等
の抜取防止のためのスライ
ダーを設置。 

・ 市民、モデル事業協力者に
は適切な管理を依頼。 

・ 回収時にデータ消去を掲示。 
・ ボックスからの携帯電話等の

抜取防止のためのスライダー
を設置。 

・ モデル事業協力者には適切な
管理を依頼。 

 

http://www.coden.jp/
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（３） 回収状況 

１） 回収方式・自治体別の状況 

① ボックス回収 

 各モデル事業のボックス回収状況は以下のとおりである。 

 

ボックス回収の 3 自治体比較(個数) 

対象品目 ％ 個数 対象品目 ％ 個数 対象品目 ％ 個数

ケーブル 23.3 3,370 携帯電話 21.4 483 携帯電話 18.3 1,954

ACアダプタ 10.2 1,472 ACアダプタ 12.1 272 リモコン 8.4 896

回路基板 9.9 1,436 電卓 5.0 113 電卓 3.3 347

携帯電話 6.8 986 ゲーム機器（小型以外も含む） 2.8 63 ゲーム機（小型のみ） 2.9 308

リモコン 4.0 584 携帯音楽プレーヤー 2.7 60 携帯音楽プレーヤー 2.0 216

アダプター・ケーブル器具部品 2.6 379 デジタルカメラ 2.0 46 デジタルカメラ 1.7 185

マウス 2.0 295 電子手帳 2.6 59 HDD（ハードディスク） 1.6 172

HDドライブ 1.8 266 ワープロ 1.0 22 携帯用ラジオ 1.5 163

電卓 1.6 228 ビデオカメラ 0.4 8 電子辞書 0.8 89

メモリー・メモリーカード 1.6 225 カーナビ 0.3 6 ビデオカメラ 0.3 27

電話機子機 1.5 221 ポータブルDVDプレーヤー 0.2 20

携帯テレビ 0.2 16

その他小型家電 25.8 3,727 その他の小型家電 49.8 1,123 その他の小型家電 17.8 1,900

付属品 8.8 1,271 電子機器付属部品 40.9 4,358

計 100.0 14,460 計 100.0 2,255 計 100.0 10,651

月当たり回収個数 → 1,954 月当たり回収個数 → 319 月当たり回収個数 → 1,414

BOX１ヵ所当たり回収個数 → 206.6 BOX１ヵ所当たり回収個数 → 322.1 BOX１ヵ所当たり回収個数 → 355.0

１ヵ所・月当たり回収個数 → 27.9 １ヵ所・月当たり回収個数 → 45.6 １ヵ所・月当たり回収個数 → 47.1

（226日間）　30箇所分

福岡
平成20年12月22日～平成21年7月31日 平成21年2月1日～平成21年8月31日 平成21年1月18日～平成21年8月31日

秋田 茨城

（222日間）　70箇所分 （212日間）　7箇所分

 
 

ボックス回収の 3 自治体比較(重量) 

対象品目 ％ kg 対象品目 ％ kg 対象品目 ％ kg

ケーブル 8.5 292.8 ワープロ 15.5 74.9 携帯電話 12.6 202.2

回路基板 8.0 276.2 ゲーム機器（小型以外も含む） 9.2 44.2 HDD（ハードディスク） 6.6 106.5

ACアダプタ 7.8 270.4 携帯電話 10.4 50.2 リモコン 5.9 94.5

電話機 4.2 146.1 ACアダプタ 8.3 40.2 ゲーム機（小型のみ） 5.3 85.3

ビデオゲーム機 4.2 144.0 ビデオカメラ 3.2 15.5 携帯音楽プレーヤー 3.1 50.6

オーディオプレーヤー・レコーダー 3.7 128.3 携帯音楽プレーヤー 2.4 11.5 携帯用ラジオ 2.7 43.8

HDドライブ 3.5 120.9 電卓 2.5 12.1 デジタルカメラ 2.5 40.5

ラジカセ 3.3 112.4 デジタルカメラ 2.0 9.9 ビデオカメラ 1.2 19.8

CDドライブ 3.0 105.1 電子手帳 9.3 44.7 ポータブルDVDプレーヤー 1.2 18.8

携帯電話 3.0 104.6 カーナビ 0.3 1.5 電卓 1.0 16.2

ビデオデッキ 2.9 101.7 電子辞書 0.9 14.2

携帯テレビ 0.3 5.4

その他小型家電 32.3 1115.8 その他の小型家電 36.9 177.9 その他の小型家電 27.6 444.1

付属品 15.6 539.2 電子機器付属部品 29.0 467.3

計 100.0 3457.6 計 100.0 482.5 計 100.0 1609.1

月当たり回収kg → 467.2 月当たり回収kg → 68.3 月当たり回収kg → 213.6

BOX１ヵ所当たり回収kg → 49.4 BOX１ヵ所当たり回収kg → 68.9 BOX１ヵ所当たり回収kg → 53.6

１ヵ所・月当たり回収kg → 6.7 １ヵ所・月当たり回収kg → 9.8 １ヵ所・月当たり回収kg → 7.1

平成21年2月1日～平成21年8月31日 平成21年1月18日～平成21年8月31日

（212日間）　7箇所分 （226日間）　30箇所分（222日間）　70箇所分

茨城 福岡
平成20年12月22日～平成21年7月31日

秋田
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 茨城については指定されている回収対象品目として例示されているもの及び例示されている以外の小型

家電を示し、福岡については回収対象品目として例示されているもの、及び例示されている以外の小型家

電と付属品の数量について示す。秋田については回収対象品目を指定していないため、回収された小型

家電のうち回収数量の多い上位 12 品目(付属品等を含む)について記載した。これらの合計個数で、全回収

数の約 70%を占めている。 

 

自治体間の比較 

秋田 茨城 福岡

人口 17.2万人 19.8万人 13.0万人

81.6人／km2 878.6人／km2 1,575.1人／km2

（－） （秋田の11倍） （秋田の19倍）
回収期間 222日間 212日間 226日間
回収対象機器の種類 特定せず 10種類に特定 12種類に特定
ボックス設置数 70ヶ所 7ヶ所 30ヶ所
　1個のカバー面積 30km2　（－） 32km2（秋田とほぼ同じ） 2.7km2（秋田の1/10）
　1個のカバー人口 2,460人（－） 28,318人（秋田の11.5倍） 4,389人（秋田の1.8倍）
　1個のカバー世帯数 893世帯（－） 11,655世帯（秋田の13倍） 1,905世帯（秋田の2.1倍）

公共施設：21 公共施設：7 公共施設：11
店舗：14 店舗：0 店舗：17
学校：7 学校：0 学校：2(常設)、7(臨時)

郵便局：25

他(企業内設置)：3

○回収開始：12/22
チラシ(1/30～配布)

○回収開始：2/1
チラシ(1/28～配布)

○回収開始：1/18
チラシ(12/21～予告チラシ配布、
　　　　　1/15～配布)

ポスター(12/19～) ポスター(1/28～回収期間中) ポスター(1/15～)
新聞掲載2回（4紙、1紙のみ2回） ケーブルテレビ 広報に掲載

回収量 14,460個 2,255個 10,651個
　1,000人当たり回収量 84個 11個 82個
　1,000人･月当たり 11個 1.6個 11個
　1箇所あたり回収量 207個 322個 355個
　箇所・月あたり回収量 28個 46個 47個

周知方法

人口密度

ボックス設置場所

 

 

＜回収傾向＞ 

・ 月あたりの回収個数を見ると、茨城の個数は、他のモデル事業に比べて少ない。対象人口に比べボッ

クスの設置数が少ないことが影響しているものと考えられる。 

・ 一箇所（月）あたりの回収個数を見ると、福岡、茨城、秋田の順となり、福岡、茨城が同数程度であった。

福岡、茨城のボックスの設置数には差があるものの、両地域とも利用者数の多い場所に設置されてい

ること、周知が比較的順調であったことが要因と推察される。 

・ 回収個数は、回収ボックスの設置数の多い秋田が最大であるが、箇所・月あたりの回収個数では逆に

最も小さい値となっている。本年度までの取り組みにおいて、既に人のアクセス数の多い場所、地域拠

点である公共施設等への設置がなされており、これを補完する形での追加ボックス新設のうち、一部で

回収量が低迷していることの影響があると考えられる。 

・ 茨城では、携帯電話、AC アダプタ、福岡では携帯電話、リモコンの回収個数が多く、これらの品目に

ついては秋田においても回収個数の上位を占めている。 

・ ケーブル、AC アダプタ、リモコン等の付属品が多いのは、各自治体の共通傾向である可能性が窺え、

特に秋田においては、ケーブルの回収個数が多い。 

・ 携帯電話の回収は三自治体ともに上位である。 

 

＜昨年度からの傾向の変化＞ 

・ 昨年度から回収品目の傾向に相違は見られなかった。 

・ また、人口 1,000 人当たり、月当たり、ボックス１箇所当たりといった回収台数・回収重量についても大き

な傾向の相違は見られなかった。 
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② ピックアップ回収 

 各モデル事業のピックアップ回収状況は以下のとおりである。(秋田県は大館市のみが対象) 

 

ピックアップ回収の 3 自治体比較(個数) 

対象品目 ％ 個数 対象品目 ％ 個数 対象品目 ％ 個数

ケーブル 41.2 1,777 携帯電話 29.8 3,710 リモコン 41.8 3,070

ACアダプタ 6.3 272 ACアダプタ 20.2 2,515 携帯電話 30.1 2,206

回路基板 6.2 267 ゲーム機器（小型以外も含む） 6.6 817 電卓 8.0 586

ビデオデッキ 5.8 249 電卓 5.7 707 ゲーム機（小型のみ） 4.0 297

オーディオプレーヤー・レコーダー 5.8 249 携帯音楽プレーヤー 3.3 413 携帯音楽プレーヤー 2.5 186

ラジカセ 5.0 215 ワープロ 2.7 340 デジタルカメラ 1.8 133

リモコン 4.5 194 デジタルカメラ 2.0 244 電子辞書 1.2 85

プリンター 2.8 121 電子手帳 1.8 227 HDD（ハードディスク） 1.1 82

電話機 2.6 111 カーナビ 1.0 130 携帯用ラジオ 0.9 66

ビデオカメラ 0.2 20 ビデオカメラ 0.5 40

その他（パソコン基板・部品・付属品） 5.6 697 携帯テレビ 0.3 20

ポータブルDVDプレーヤー 0.1 7

その他小型家電 8.0 343 その他の小型家電 21.1 2,620 その他の小型家電 4.1 303

付属品 11.9 512 電子機器付属部品 3.5 257

計 100.0 4,310 計 100.0 12,440 計 100.0 7,338

月当たり回収個数 → 557 月当たり回収個数 → 1,493 月当たり回収個数 → 828

（266日間）（232日間） （250日間）

福岡
平成20年12月12日～平成21年7月31日 平成20年12月27日～平成21年8月31日 平成20年12月11日～平成21年8月31日

茨城秋田

 
 

ピックアップ回収の3自治体比較(重量) 

対象品目 ％ kg 対象品目 ％ kg 対象品目 ％ kg

ビデオデッキ 21.5 1345.3 ワープロ 28.4 1321.1 リモコン 33.4 350.4

オーディオプレーヤー・レコーダー 17.3 1078.9 ゲーム機器（小型以外も含む） 18.7 869.5 携帯電話 21.0 220.8

ラジカセ 13.2 821.8 携帯電話 9.3 430.0 ゲーム機（小型のみ） 10.5 110.3

プリンター 10.6 661.4 ACアダプタ 11.5 532.9 電卓 7.7 80.4

チューナー 6.9 429.4 デジタルカメラ 2.2 103.7 HDD（ハードディスク） 4.6 48.3

ワープロ 6.6 410.4 携帯音楽プレーヤー 1.5 71.7 携帯音楽プレーヤー 3.6 37.7

アンプ 5.4 335.9 電卓 1.6 72.9 ビデオカメラ 3.4 35.4

ケーブル 4.7 292.6 電子手帳 0.8 37.0 デジタルカメラ 2.9 30.0

カーナビ 0.7 31.8 携帯用ラジオ 1.4 14.3

ビデオカメラ 0.3 14.5 電子辞書 1.2 12.5

その他（パソコン基板・部品・付属品） 5.1 237.4 携帯テレビ 0.7 7.7

ポータブルDVDプレーヤー 0.7 7.6

その他小型家電 2.4 149.0 その他の小型家電 19.8 921.7 電子機器付属部品 3.7 38.7

付属品 11.6 722.8 その他の小型家電 5.3 55.8

計 100.0 6247.5 計 100.0 4644.2 計 100.0 1049.7

月当たり回収kg → 807.9 月当たり回収kg → 557.3 月当たり回収kg → 118.4

平成20年12月12日～平成21年7月31日

茨城 福岡

（232日間） （250日間） （266日間）

平成20年12月27日～平成21年8月31日 平成20年12月11日～平成21年8月31日

秋田

 
 

※注：茨城の試行期間(平成 20 年 12 月 27 日～平成 21 年 1 月 31 日)を除く、2 月以降の回収実績は以下のとおり。 

○10,561 個 （月あたり回収個数 1,481 ）  ○4,319kg （月あたり回収ｋｇ 605 ） 
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 福岡については指定されている回収対象品目及びその他品目の数量について示す。茨城は指定されて

いる回収対象品目及びその他品目の、試行期間を含む数量について示す。秋田については回収対象品目

を指定していないため、回収された小型家電のうち回収数量の多い上位12品目(付属品等を含む)について

記載した。なお、秋田は中型家電(回収ボックスの投入口 15×25cm を通過が困難な家電品)及び付属品を

対象としてピックアップを行っているため、参考としてそれらの個数を付記している。 

 

自治体間の比較 
秋田（大館市のみ） 茨城（日立市） 福岡(大牟田市)

人口 81,748人 19.8万人 13.0万人

89.5人／km2 878.6人／km2 1,575.1人／km2

（－） （秋田の10倍） （秋田の18倍）
回収期間 232日間 250日間 [214日間] 266日間
回収対象機器の種類 特定せず 10種類に特定 12種類を例示。特定せず

ゴミ分別（従来） 粗大・資源ごみ・燃やせるごみ・破
砕ごみ・埋立ごみ

燃えるごみ・粗大ごみ・燃えないご
み・有害ごみ・再生資源

燃えるごみ・燃えないごみ・大型ご
み・有害ごみ

埋立(ｱｲﾛﾝ､ｵﾙｺﾞｰﾙ､鉛筆削り器､加湿
器､ｶﾒﾗ､ｶｰｽﾃﾚｵ､換気扇､携帯電話､
ｺｰﾄﾞ類､CDﾌﾟﾚｰﾔｰ､ｼﾞｭｰｻｰ､除湿器､
電気ｱﾝｶ､電気ｽﾀﾝﾄﾞ､電子体温計､電
卓､電動歯ﾌﾞﾗｼ､電話機､時計､ﾄﾞﾗｲﾔｰ､
ﾊﾞｯﾃﾘｰｹｰﾌﾞﾙ､ﾍｯﾄﾞﾌｫﾝ､ﾍﾙｽﾒｰﾀｰ､
ﾏｯｻｰｼﾞ器､ﾐｷｻｰ､ﾗｼﾞｵ

粗大ごみ(小)：45ℓ袋に入るもの
：ｱｲﾛﾝ､延長ｺｰﾄﾞ､ｵｰﾌﾞﾝﾚﾝｼﾞ､ｵｰﾌﾞﾝ
ﾄｰｽﾀｰ､ｶﾒﾗ､携帯電話､除湿器､炊飯
器､ﾐｺﾝﾎﾟ､扇風機､掃除機､体重計､電
気ｶﾐｿﾘ､電気ｽﾀﾝﾄﾞ､電卓､電話機､ﾄﾞﾗｲ
ﾔｰ､時計､ﾋﾞﾃﾞｵﾃﾞｯｷ､ﾌｧｸｼﾐﾘ､布団乾
燥機､ﾌﾟﾘﾝﾀｰ､ﾎﾟｯﾄ､ﾐｷｻｰ､ﾐｼﾝ､ﾗｼﾞｶｾ

燃えないごみ：
ドライヤー、ビデオデッキ、炊飯器など
の電気製品

粗大(ｽﾃﾚｵ､ｽﾋﾟｰｶｰ､扇風機､掃除機､
ﾋﾞﾃﾞｵﾃﾞｯｷ､布団乾燥機､ﾌﾟﾘﾝﾀｰ､ﾐｼﾝ､ﾐ
ﾆｺﾝﾎﾟ､ﾗｼﾞｶｾ

粗大ごみ(中)：ｺﾋﾟｰ機(家庭用)

粗大ごみ：手数料要 粗大ごみ：手数料要
200円
(空気清浄機､除湿器､扇風機､掃除
機､ﾋﾞﾃﾞｵﾃﾞｯｷ､ﾌﾟﾘﾝﾀｰ､ﾗｼﾞｶｾ､ﾜｰ

小45ℓ袋：1,500円(5枚) 指定袋：
25L（10枚250円）

400円
(乾燥機､ｽﾃﾚｵ､ｽﾋﾟｰｶｰ､ﾐﾆｺﾝﾎﾟ)

中：600円(シール) 10L（10枚100円）

800円 大：1,200円(シール)
持ち込みもあり

ピックアップ回収量 4,310個 12,440個　[10,561個] 7,338個

　1,000人当たり回収量 53個 63個　    [53個] 56個
　1,000人･月当たり 7個  8個       [7個] 6個

人口密度

使用済小型家電
を含む分別区分

※注：茨城の [ ] 内データは、試行期間を除く平成 21 年 2 月以降のピックアップ回収量 

 

＜回収傾向＞ 

・ 期間中の回収個数を見ると茨城が最も多く、ほぼ人口に比例した傾向をみせている。ただし、試行期間

中（平成 20 年 12 月 27 日～平成 21 年 1 月 31 日）は全量を把握しておらず、本来の発生数量はこの数

値より大きいものとなる。 

・ 人口 1,000 人・月あたりの回収個数を見ると、三自治体でほぼ同様の数値と見なすことも可能と思われる

が、継続的な調査および他の地域との比較等によるさらなる検証が必要。 

・ 3 地域とも、電気機器が、ピックアップ対象としたごみの分別区分（秋田（大館市）：粗大・資源ごみ等、日

立市：粗大ごみ（小）、大牟田市、燃えないごみ等）に含まれることを例示しており、モデル事業開始後も

市民にとって利用しやすい排出先となっていると推察される。 

・ 携帯電話については、茨城・福岡とも約 30%と高い比率を示しているが、秋田は他の自治体に比して携

帯電話の割合が少ない。 

・ また、ボックス回収対象品目であり、比較的回収台数が多い品目（携帯電話等）が、ピックアップでも回

収されている。回収手法毎の回収傾向がどのように変化するか等について継続的に確認することが必

要であると考えられる。 

 

＜昨年度からの傾向の変化＞ 

・ 昨年度から回収品目の傾向に相違は見られなかった。 

・ また、人口 1,000 人当たり、月当たりといった回収台数・回収重量についても大きな差は見られず、昨年

度研究会にて報告した結果と同様の傾向であった。 
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２） 自治体別の状況 

① 秋田 

対象品目 ％ 個数 ％ kg 対象品目 ％ 個数 ％ kg

ケーブル 23.3 3,370 8.5 292.8 ケーブル 41.2 1,777 4.7 292.6

ACアダプタ 10.2 1,472 7.8 270.4 ACアダプタ 6.3 272

回路基板 9.9 1,436 8.0 276.2 回路基板 6.2 267

携帯電話 6.8 986 3.0 104.6 ビデオデッキ 5.8 249 21.5 1345.3

リモコン 4.0 584 オーディオプレーヤー・レコーダー 5.8 249 17.3 1078.9

アダプター・ケーブル器具部品 2.6 379 ラジカセ 5.0 215 13.2 821.8

マウス 2.0 295 リモコン 4.5 194

HDドライブ 1.8 266 3.5 120.9 プリンター 2.8 121 10.6 661.4

電卓 1.6 228 電話機（子機を含む） 2.6 111

メモリー・メモリーカード 1.6 225 チューナー 6.9 429.4

電話機（子機を含む） 1.5 221 5.1 146.1 ワープロ 6.6 410.4

ビデオゲーム機 5.1 144.0 アンプ 5.4 335.9

オーディオプレーヤー・レコーダー 4.5 128.3

ラジカセ 4.0 112.4

CDドライブ 3.7 105.1

ビデオデッキ 3.6 101.7

その他小型家電 25.8 3,727 32.3 1115.8 その他小型家電 8.0 343 2.4 149.0

付属品 8.8 1,271 15.6 539.2 付属品 11.9 512 11.6 722.8

計 100.0 14,460 104.6 3457.6 計 100.0 4,310 100.0 6247.5

ボックス回収結果
平成20年12月22日～平成21年7月31日

（222日間）　70箇所分

ピックアップ回収結果
平成20年12月12日～平成21年7月31日

（232日間）

 
※ ボックス回収・ピックアップ回収ごとに上位品目のみ集計しているため、データが不明な箇所がある。 

 

 ボックス回収では、携帯電話、電話、ゲーム機、電卓等の小型の機器が多く、ピックアップ回収では、これ

らに加えてビデオデッキ、ラジカセ等の中型の機器が回収されている。 

ボックス回収は大館市を含む秋田北部地域を対象とし、ピックアップ回収は大館市のみを対象としている

ために、直接の比較はできないが、大館市と今回の回収対象地域の人口密度が同レベルであること、大館

市の人口が今回の対象地域の概ね半分(47%)であることを踏まえると、ピックアップ推定回収量

(4,310/0.47=9,170)とボックス回収量(14,460 個)は、ボックス回収の方がピックアップ回収と比較すると回収量

（約 1.5 倍）が多いと考えることもできる。 

 

携帯電話については、ボックス回収量 986 個である一方、ピックアップ回収では上位品目としてあがって

おらず、回収量が少ないものと想定される。携帯電話のボックス回収量が多いのは、手軽に持ち運べる利便

性や、セキュリティの面からボックス回収が安心して利用できる回収手法である可能性がある。 

また、廃棄ではなく「回収」に対する再資源化の期待が存在し、従来の取り組み(周知、事業遂行等)の成

果として、小型家電回収の意識が地域に定着しつつある等の理由も考え得る。 

 

 特徴として、ＰＣ等の部品や電気電子機器から取り出した「電子基板」としての回収が多く見られる。小型家

電のリサイクルについて市民の意識が高く、基板の金属含有等の知識が広まっていることによるとも考えら

れ、これら市民の意識の傾向と周知等との関係についても確認が望まれる。 

 ラジカセについては回収ボックスの投入口の大きさから、廃棄という手段が選ばれているとも考えられ、回

収対象とする場合には回収ボックスの仕様の見直しが必要となる。
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② 茨城 

 

対象品目 ％ 個数 ％ kg 対象品目 ％ 個数 ％ kg

携帯電話 21.4 483 10.4 50.2 携帯電話 29.8 3,710 9.3 430.0

ACアダプタ 12.1 272 8.3 40.2 ACアダプタ 20.2 2,515 11.5 532.9

電卓 5.0 113 2.5 12.1 ゲーム機器（小型以外も含む） 6.6 817 18.7 869.5

ゲーム機器（小型以外も含む） 2.8 63 9.2 44.2 電卓 5.7 707 1.6 72.9

携帯音楽プレーヤー 2.7 60 2.4 11.5 携帯音楽プレーヤー 3.3 413 1.5 71.7

デジタルカメラ 2.0 46 2.0 9.9 ワープロ 2.7 340 28.4 1321.1

電子手帳 2.6 59 9.3 44.7 デジタルカメラ 2.0 244 2.2 103.7

ワープロ 1.0 22 15.5 74.9 電子手帳 1.8 227 0.8 37.0

ビデオカメラ 0.4 8 3.2 15.5 カーナビ 1.0 130 0.7 31.8

カーナビ 0.3 6 0.3 1.5 ビデオカメラ 0.2 20 0.3 14.5

その他（パソコン基板・部品・付属品） 5.6 697 5.1 237.4

その他の小型家電 49.8 1,123 36.9 177.9 その他の小型家電 21.1 2,620 19.8 921.7

計 100.0 2,255 100.0 482.5 計 100.0 12,440 100.0 4,644

日立市人口 1.61 0.34 7.53 2.81

198,223 個/1000人・月 kg/1000人・月 個/1000人・月 kg/1000人・月

ピックアップ回収結果
平成20年12月27日～平成21年8月31日

（250日間）

ボックス回収結果
平成21年2月1日～平成21年8月31日

（212日間）　7箇所分

 
        ※参考値[H21.2 月以降分]       7.48         3.06 

 

 回収期間の違いがあるものの、回収される品目は、ほぼ同じ傾向が見られ、携帯電話、AC アダプタ、電卓

が多い。ピックアップでは、1 ヶ月当たりの回収量は 1,493 個となり、ボックス回収（319 個／月）の 5 倍近くと

なる。 

これは、ボックスの設置数が 7 ヶ所と少なく、小型家電の排出者がアクセスする機会を得にくく、回収拠点

の利用者数自体の少なさ等により、回収が増加しなかったことが考えられる。また、周知の効果についても、

確認する必要がある。 

また、従来から小型家電に相当する一般廃棄物の分別が存在するため、粗大ごみ(小)としての廃棄が定

着しており、コスト（排出袋(45L×1 枚)につき 300 円）はかかるものの「廃棄」が利用しやすい状況にあるとも

考えられる。 

 

ボックス回収においては、回収対象10 品目以外のその他小型家電の数量が多く、構成としてはピックアッ

プ回収と大差がない状況にある。その他小型家電については以下のような品目が確認されている。 

 

【その他の搬入物】 

フィルム式カメラ、8mm ビデオカメラ、DVD プレーヤー、パソコン本体・パソコン内部の基板、ハードディスク、 

パソコン付属品、万歩計、マイク、チューナー、金属製ライター、電気シェーバー、音楽 CD、防水ラジオ、 

コードレスホン子機 

 

ボックス回収、ピックアップ回収とも事業開始当初に回収数量が多く、以降は暫減してゆく傾向がある。 

年末年始を含む試行期間中のピックアップ回収量は 2,169 個と、2 月以降の 1 ヶ月あたり回収量(1,481 個)

を大きく上回っており、これらが、年末の大掃除や、電気電子機器の買い替えに伴うものなのか、あるいはモ

デル事業の開始により退蔵品が排出されたものか等の評価については、より長期間のデータ収集が必要と

考えられる。 
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③ 福岡 

 

対象品目 ％ 個数 ％ kg 対象品目 ％ 個数 ％ kg

携帯電話 18.3 1,954 12.6 202.2 リモコン 41.8 3,070 33.4 350.4

リモコン 8.4 896 5.9 94.5 携帯電話 30.1 2,206 21.0 220.8

ゲーム機（小型のみ） 3.3 347 5.3 85.3 電卓 8.0 586 7.7 80.4

電卓 2.9 308 1.0 16.2 ゲーム機（小型のみ） 4.0 297 10.5 110.3

携帯音楽プレーヤー 2.0 216 3.1 50.6 携帯音楽プレーヤー 2.5 186 3.6 37.7

デジタルカメラ 1.7 185 2.5 40.5 デジタルカメラ 1.8 133 2.9 30.0

HDD（ハードディスク） 1.6 172 6.6 106.5 電子辞書 1.2 85 1.2 12.5

携帯用ラジオ 1.5 163 2.7 43.8 HDD（ハードディスク） 1.1 82 4.6 48.3

電子辞書 0.8 89 0.9 14.2 携帯用ラジオ 0.9 66 1.4 14.3

ビデオカメラ 0.3 27 1.2 19.8 ビデオカメラ 0.5 40 3.4 35.4

ポータブルDVDプレーヤー 0.2 20 1.2 18.8 携帯テレビ 0.3 20 0.7 7.7

携帯テレビ 0.2 16 0.3 5.4 ポータブルDVDプレーヤー 0.1 7 0.7 7.6

その他の小型家電 17.8 1,900 27.6 444.1 その他の小型家電 4.1 303 5.3 55.8

電子機器付属部品 40.9 4,358 29.0 467.3 電子機器付属部品 3.5 257 3.7 38.7

計 100.0 10,651 100.0 1609.1 計 100.0 7,338 100.0 1,049.7

大牟田市人口 10.84 1.64 6.34 0.91

130,472 個/1000人・月 kg/1000人・月 個/1000人・月 kg/1000人・月

ピックアップ回収結果
平成20年12月11日～平成21年8月31日

（266日間）

ボックス回収結果
平成21年1月18日～平成21年8月31日

（226日間）　30箇所分

 
 

 回収期間に違いがあるものの、回収されるものは、両者でほぼ同じ傾向が見られ、携帯電話、リモコン、電

卓、小型ゲーム機器が多く、ほぼ同じような排出品目の傾向が見られる。 

 回収期間を同等にして試算すると、携帯電話のボックス回収量はピックアップ回収を上回っている。この点

については、市民が、再資源化指向、セキュリティ上の安心感等の関係からボックス回収を選択した可能性

がある。 

1,000人・1月当たりの回収実績では、ボックス回収がピックアップ回収の１．７倍となり、廃棄ではなくボック

ス回収を選択する市民が多いことを伺わせる。 

 

 ボックス回収においては、電子機器の付属部品(AC アダプタ、ケーブル等)がもっとも多く、主たる回収対

象例示品目以外のその他の小型家電が 18%程度回収されている（個数ベース）。その他の小型家電の主な

例は、シェーバー、懐中電灯、ドライヤー、血圧測定器等であり、一部回路基板も見受けられる。なお、回収

された電子機器付属品等は充電機器 2:ケーブル 1 の傾向が見られる。 

 

 回収量の多かった携帯電話や、リモコンについては発生量が多いものか退蔵であったものかは不明であり、

より長期間のデータ収集による回収量のトレンドをもとに確認することが必要である。 
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３） 回収手法別の状況 

 本年度モデル事業期間における、自治体ごとの回収状況は以下のとおりである。 

・ 当該自治体の 1 ヶ月あたりの排出量のイメージとして、ボックス回収、ピックアップ回収の実績をそれぞ

れ 1 ヶ月あたりに換算して合計した。各自治体の回収期間及び手法別の回収期間、またピックアップの

対象範囲に差異があるため、参考値である。 

・ 秋田については、手法別の上位品目以外については「その他家電」として、ケーブル、AC アダプタ、リ

モコン以外の付属品を「付属品等」として集計し、各自治体の中で、構成比が 5%を超える品目を、黄色

で色分けしている。 

 

① 全事業（自治体計・1 ヶ月あたり個数） 

対象品目 ％ 個数 ％ 個数 ％ 個数 ％ 個数
携帯電話 17.8% 1,155 5.3% 133 29.7% 514 22.7% 508

リモコン 8.8% 569 4.1% 104 20.8% 465

ACアダプタ 8.9% 574 9.3% 234 19.7% 340

電卓 3.7% 239 1.2% 31 5.8% 101 4.8% 107

ゲーム機 2.9% 187 0.0% 6.2% 107 3.5% 80

携帯音楽プレーヤ 1.7% 108 0.0% 3.4% 58 2.2% 50

回路基板 3.5% 229 9.1% 229

デジタルカメラ 1.2% 75 0.0% 2.1% 36 1.8% 40

電話・FAX(子機含む) 0.7% 44 1.8% 44

ＨＤＤ 1.5% 97 2.6% 66 1.4% 31

ラジオ 0.5% 30 0.0% 1.4% 30

電子辞書手帳等 0.9% 57 0.0% 2.1% 36 1.0% 21

ビデオカメラ 0.2% 12 0.0% 0.2% 4 0.4% 8

ワープロ 0.7% 44 0.0% 2.5% 44

携帯テレビ 0.1% 4 0.0% 0.2% 4

ＤＶＤプレーヤー 0.1% 3 0.0% 0.2% 3

カーナビ 0.3% 16 0.0% 1.0% 16

その他小型家電 22.5% 1,455 27.7% 696 27.4% 473 12.8% 286

付属品等 13.0% 845 9.5% 238 27.1% 607

ケーブル 11.4% 736 29.3% 736

100.0% 6,481 100% 2,511 100% 1,728 100% 2,241

ボックス＋ピックアップ回収
モデル事業期間・月あたり

秋田 茨城 福岡

 
 

・ 回収数量では秋田・福岡が同等程度であるが、茨城の数値が小さい。ボックス回収数量が小さいことに

よると思われるが、ごみの分別区分の有料制度により排出が抑制されている等の要因が考えられるため、

さらに調査が必要である。 

・ 茨城、福岡では、携帯電話、AC アダプタ、リモコン、電卓が排出の上位を占めているが、秋田において

は携帯電話の排出が少なく、多様な機種が回収されている。茨城、福岡は事業開始期間において、退

蔵品を回収している可能性があり、長期間のデータ収集によりトレンドを確認することが望ましい。 

・ 各自治体の集計項目の差異により卖純比較はできないが、付属品としてケーブル、リモコン、AC アダプ

タ等の回収数量が多い。回収に際してはこれらの傾向を前提としておく必要がある。 

・ 秋田において「回路基板」の回収量が多いが、他の自治体でもその他小型家電、付属品等の品目で回

収されている。市民がレアメタル回収の理解の上で、解体までの参加意欲を示しているとも見て取れ、

今後の市民との役割分担等についても検討が可能と考えられる。 
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② ボックス方式（自治体計） 

以下に、ボックス回収における、回収ボックス設置箇所毎の回収数量及び品目の状況を示す。 

参考として、秋田、茨城、福岡のイベント回収におけるボックス回収のデータを含めている。 

 

回収ボックス設置箇所毎の回収数量(一月あたり箇所毎) 

秋田(箇所)→ 70 19 11 7 1

茨城(箇所)→ 7 7 1

福岡(箇所)→ 30 11 17 2 1

箇所あたり回収個数 全平均 公共 店舗 学校 他 イベント

ケーブル 2.41 1.51 10.49 9.39 9.04 0.56

ACアダプター 2.78 2.42 6.28 0.64 2.13 3.78

回路基板 0.92 0.19 4.72 4.13 1.40 0.00

携帯電話 6.77 5.25 8.24 2.34 2.56 16.00

電話・FAX(子機含む) 0.14 0.07 0.94 0.25 0.84 0.28

リモコン 1.70 1.21 6.07 0.72 0.85 1.00

ゲーム機 0.94 0.59 0.67 0.23 0.00 1.47

携帯音楽プレーヤ 0.72 0.55 0.45 0.13 0.00 2.14

電卓 1.36 1.14 1.60 0.26 2.61 1.67

ラジオ 0.25 0.13 0.33 0.07 0.00 0.33

ＨＤＤ 0.56 0.25 1.93 1.31 1.11 0.14

電子辞書手帳等 0.53 0.48 0.18 0.03 0.00 0.33

デジタルカメラ 0.58 0.47 0.37 0.03 0.00 2.14

ビデオカメラ 0.09 0.07 0.06 0.00 0.00 0.28

ワープロ 0.15 0.15 0.00 0.00 0.00 0.33

小型テレビ 0.02 0.00 0.04 0.00 0.00 0.00

ＤＶＤプレーヤ 0.03 0.01 0.04 0.00 0.00 0.00

カーナビ 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

その他小型家電 12.77 8.99 4.80 2.48 0.11 2.67

付属品等 7.44 4.75 25.11 6.66 7.50 1.50

計 40.17 28.24 72.33 28.68 28.15 34.61  
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ボックス回収における設置箇所による回収状況の変化については以下の通りである。 

 

・ スーパー等の店舗での、回収数量が多いことがわかる。市民のアクセスが多く、日常的に利用できる気

軽さがある等の理由によるものと考えられる。 

・ 公共施設への設置では回収数量が伸び悩む傾向にある。店舗ほど頻繁にアクセスしないこと、心理的

な気軽さが店舗に比べて劣ること等によるものと考えられる。 

・ 学校については、利用できる市民が限定されるためアクセス数には制限があるものの、公共施設と同程

度の回収数量を示している。また学校は、若年層という特殊な人口構成でのデータとなり、一般市民とは

別の品目発生の傾向(携帯音楽プレーヤ等の増加)も予想される。 

・ 郵便局への設置については、他の店舗や公共施設とエリアが隣接している新規設置箇所では、回収数

量が伸びない傾向がある。しかしながら、周辺に店舗や学校がないような地域においては、アクセス可

能な範囲に必ず存在する拠点であるとも考えられ、公共施設と同様な位置づけになるとも考えられる。ま

た店舗等と比較して、施設の利用可能な時間が一般的に短いことも要因と考えられる。 

・ イベント回収の数量は店舗に比べれば小さいように見えるものの、実際には1日程度での回収数量であ

るため、仮に数カ所でイベント回収を行うことが可能であれば、回収数量は大きいものを見込むことがで

きる。 
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（４） 回収結果と評価 

１） 全般 

情報項目 秋田県 大館市、能代市、山本郡 茨城県 日立市 福岡県 大牟田市 

回収数量・
重量・品目
の傾向に 
関する所見 

・ ボックス回収では、携帯電
話、電卓、ゲーム機等の小
型の機器が多く、ピックアッ
プ回収では、ビデオデッキ、
ラジカセ等の中型の機器が
回収されている。 

・ 解体後の電子基板が目に付
く。レアメタル等を多く含有
するという理解があるためと
思われる。 

・ ケーブル類の個数が多い 
 

・ ボックス回収、ピックアップ回
収ともに携帯電話がもっとも
多く回収されている。 

 

・ ボックス回収、ピックアップ回
収ともに携帯電話、リモコ
ン、電卓、小型ゲーム機が
多く回収されている。（その
他小型家電、電子機器付属
品は除く） 

 

ボックス回収（主な回収品目） 
【小型家電】 
携帯電話、電卓、電話機 
【付属品】 
ケーブル、AC アダプタ、リモコ
ン、マウス 

ボックス回収 
・ 回収個数の約 21％が携帯

電話。 
・ 次いでその他、AC アダプ

タ、電卓が多く、携帯電話と
あわせて回収個数で40％近
くを占める。 

ボックス回収 
（主な回収品目） 
・ 付属品、携帯電話で全体の 50%

以上。 

・ その他小型家電、リモコン、電

卓等。 

（その他小型家電の主なもの） 
・ シェーバー、懐中電灯、ドライヤ

ー、血圧測定器。 

・ 回路基板等も見受けられる。 

 

ピックアップ回収※大館市のみ 

（主な回収品目） 
【小型家電】 
ビデオデッキ、オーディオプレー
ヤー・レコーダー、ラジカセ、電
話機 
※ 他に中型機器(扇風機、掃除

機等) 
【付属品】 
ケーブル、AC アダプタ、リコモン 

ピックアップ回収 
・ 回収個数の30％を携帯電話

が占める。 
・ 次いでその他小型家電、AC

アダプタ、ゲーム機器、電卓
が多く、携帯電話とあわせて
回収個数で60％以上を占め
る。 

・ 「10 品目以外のその他の品
目」はボックス回収と同様。 

 

ピックアップ回収 
（主な回収品目） 
・ リモコン、携帯電話で全体の

70%弱 
・ 付属品、その他小型家電、

電卓等 

イベント回収 
回収量は少量だが、回収全９品
目のうち携帯電話が最も多い。 

イベント回収 
回収量は少量だが、半数が携帯
電話で、参加者のほぼ全グルー
プから 1 台以上回収。 
 

イベント回収 
回収量は少量だが、約半数が携
帯電話。 

その他（混入物） 
・ 電池 
※ 年を追うごとに対象外の電

池が増加している。さらに、
電池の場合、マンガン電池
数十個をまとめて投入して
いた例もある。 

※ 対象外品目についてポスタ
ー等に掲示しているが、住
民に伝わっていない可能性
が高い（周知方法の課題） 

 
・ 記録メディア（カセットテー

プ、ビデオテープ、ＣＤな
ど） 

その他（対象外品目、混入物） 
・ 10品目以外のその他品目 

パソコン内部基板、ハード
ディクス、パソコン付属品等
が多く、他フィルム式カメ
ラ、マイク、チューナー、金
属製ライター、電気シェー
バー、防水ラジオ、コードレ
スホン子機等 

※ 粗大ごみ（小）は有料であ
り、無料のボックスに投入す
るという心理が働いているか
もしれない 

・ ごみ（紙ごみ等）及び小型家
電以外の粗大ごみ（小）に該
当するもの 

 

その他（混入物等） 
ペットボトル、トレイ、紙コップ、レ
シート、ビニールくず等 
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２） 回収ボックス方式 

情報項目 秋田県 大館市、能代市、山本郡 茨城県 日立市 福岡県 大牟田市 

回収ボック
スの 
仕様に 
ついて 
 
※回収に 
あたって 
支障のあっ
たところ、 
逆によかっ
たところ 

ボックスの大きさ（材質） 
【ボックス大（段ボール製）】 
・利用者の多い場所には、鍵付

きのスチール製ボックスが良
い。 

【ボックス小（段ボール）】 
・スペースを取れない場合 

には有効。 
・安物感があり、見栄えがしな

い。 
・施錠ができない。 
・投入口より大きい機器を投入

しようとした場合、破損の恐
れがある。 

※ 段ボールは降雨・降雪の影
響が懸念されたが問題は生
じていない。 

 

投入口 
・ 大きい方の口にも、抜き取り

防止のスライドが必要。(携
帯電話の誤投入がある) 

・ スライダー付きであれば、抜
き取り防止対策がとれるた
め、管理、搬出の手間の削
減や、回収内袋の削減等か
ら考えて、投入口は大の一
つでいいのではないかとも
考えられる。 

幟(のぼり) 
・ 注視を集める、他のボックス

との相違を際だたせる意味
で有効 

・ 地元のまつり「大蛇山」のマ
スコットを表示しており、大牟
田市民として愛着をもたれ
る。 

抜き取り防止対策 
・ スライダーはないが、抜き取

り防止は、配置、管理により
可能と考えられる。 

 

抜き取り防止対策 
・ 抜き取り防止にスライダーは

有効（投入口大にも携帯電
話等が投入されることもある
ため） 

 

抜き取り防止対策 
・ 抜き取り防止にスライダーは

有効。 
 

・ 投入禁止品目等のチラシを
貼付け、投入時に注視を促
す効果を期待している。 

 

 ・ ボックスに蓋をつけていない
ので、子供がけがをする恐
れが少ない 

 

回収ボックスの設置箇所による違い（回収量、回収傾向（種類）、ごみの混入度合） 
 ※特に回収ボックス方式にて多く集まった（or集まりが悪かった）箇所の評価 

１） 
対象 
エリア内 
での配置 
による 
違い 

設置施設の特性 
・ 利用者数の多いショッピング

センター、郊外型スーパー
での回収量が多い。アクセ
ス人数の多さ(集客能力)に
比例する。 

・ 郵便局では回収量は多くは
なく、継続調査が必要。 

・ 学校では、電子基板、PC 付
属品が多い。 

 

設置施設の特性 
・ 公共施設のみに配置してい

るため、各支所の担当エリア
の世帯数や人口の差による
違い程度と考えられる。 

・ 支所よりも、市役所のほうが
アクセス数が多いためか、回
収量が多い。 

設置施設の特性 
・ 公共施設よりも店舗のほう

が、身近で頻繁に訪れるた
め投入数が多い。 

２） 
施設（店舗）
内に 
おける 
設置場所 
による 
違い 

設置場所の違い 
・ 設置場所の人目が届かない

場合、ごみの混入が多いと
いう事例があるため、目の届
く範囲、あるいは他の回収ボ
ックスとの並びを選定してい
る。 

 

設置場所の違い 
・ 全てのボックスを市役所及

び支所の窓口周辺に設置し
たため、設置場所の違い自
体がない。 

設置場所の違い 
・ 設置場所が奥まった場所に

あるなど、一見して設置場所
がわかりにくい店舗につい
ては、投入数が少ない。 

その他 
・ 他の回収ボックス（トレー、牛

乳パックなど）に並べて設置
した場合、ポスターの貼付場
所と回収ボックスの設置場所
がずれている場合にごみ、
対象品目外の混入が多い。 

 

 その他 
・ 他の回収ボックスに並べて

設置することにより、理解が
されやすかったという印象。 
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管理の 
留意点、 
協力の 
状況 

・ ボックスは設置場所の職員
の目の届き易い場所に配置
し、混入物を確認した場合
の除去などを行う。 

・ 上記の協力については、負
荷も低く特に問題はない。 

・ 趣旨を理解していただき、ボ
ランタリに協力していただい
ている印象。 

 

・ 設置箇所の支所職員に説明
会を開催し、趣旨を理解して
もらい、ボランタリに協力を
得ている。 

・ 公共施設に設置しており、
特に問題点は発生していな
い (盗難事例あり) 。 

 

・ ボックスは設置場所の職員
の目の届き易い場所に配置
し、ボックスがフルになった
場合には、設置場所から市
に連絡をとる。 

・ これらの協力については、
負荷も低く特に問題はない。 

 

対象外 
廃棄物 
（ごみ） 
混入の 
状況と、 
考えら 
れる原因 

品目 
・ バナナの皮やジュース缶、

紙くず、爪楊枝、ライターな
ども含まれている。 

 

品目 
・ 紙ごみ（レシート等） 
・ 小型家電以外の粗大ごみ

（小）に該当するもの 

品目 
ペットボトル、トレイ、紙コップ、レ
シート、ビニールくず等 
他に、弁当ガラ、野菜、カメラケ
ース 

多い場所の特徴 
・ 不特定多数の客が集まるス

ーパーでの混入が多い。 
・ 学校ではプラごみ、郵便局

では可燃ごみの傾向 
 

多い場所の特徴 
・ 施設内より入口側に近い設

置場所での混入が見られ
る。（施設利用の帰り際に投
入の可能性） 

 

多い場所の特徴 
廃棄物の混入は、学校、公共施
設より店舗が比較的多い。 
（廃棄物混入率 学校 3.7％、公
共施設 3.8％、店舗 8.0%） 

考えられる要因 
・ モラルの低い人もいる（防止

策を検討する必要あり。） 
・ ごみ箱と間違える場合があ

る。 

考えられる要因 
・ ボックスの形状がごみ箱と似

ているので、勘違いするケ
ースが多いよう 

・ 粗大ごみ（小）は有料であ
り、無料のボックスに投入す
るという心理が働いているか
もしれない。 

 

考えられる要因 
・ ごみ箱と間違えるケース、モ

ラルの問題の両面が考えら
れる。 

その他 
盗難等の 
トラブル 
の有無 

・ 学校での回収当初に１件抜
取ケースがあり。その後注意
を喚起、ボックスは授業終了
後に移動、保管。 

・ 対象品目例には「家庭用」と
は記載しているが、公共・学
校では事業系と思われる小
型家電がある。（同機種の小
型家電が大量に回収された
ことがある） 

 

・ 大きい方の投入口に間違っ
て入れられていた携帯電話
２個が持ち去られたケースあ
り。 

※ 上記のケースは来訪者が投
入口大より携帯電話を抜き
取るのを支所職員が確認し
たもの（※職務（接客）中で
あり対応が困難であった）。 

 

・ 現段階で盗難等のトラブル
はない。 

回収車に 
よる、回収 
ボックスか
らの 
小型家電 
回収上の 
課題や 
問題点 

・ 回収での非効率性（２週間
に 1 回の回収で、回収量が
ゼロの場所もあり） 

・ 回収コストは、平均すると１
個あたり 100 円を超えている
状況である。収集拠点にお
ける集積方法、回収地点の
集約についての研究が必要
と言える。 

 

・ ボックスの設置数が少ない
ため、現段階で市職員が回
収しているため、特になし。 

・ 現在、30 カ所を月２回、1 台
で収集。 

・ 今後、回収場所を増やす場
合、1台で効率的に回収でき
るように、場所により回収頻
度を変えて（例：月 1 回と２
回）、効率的に回収を行うこ
とを検討する必要がある。 
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３） ピックアップ回収 

情報項目 秋田県 （大館市のみ） 茨城県 日立市 福岡県 大牟田市 

ピック 
アップ 
回収に 
おける 
手間 
 
※作業員 
にとって、 
通常作業 
に比べて、 
手間と 
なって 
いないか 

作業性 
・ 粗大ごみは、他の廃棄物が

大型なのでピックアップ作業
は容易。 

・ 不燃ごみ（埋立ごみ）は、ガ
ラス・金属の破片などケガの
原因になりやすいものが混
入しており、ピックアップ作業
には時間と労力がかかる 

・ ピックアップ物はコンテナ保
管としており、管理は容易。
ただし、一時保管場所まで
の移動・積込・取出しに労力
が必要。 

作業性 
・ 当該地域の分別区分はピック

アップ回収との相性は良い。 
・ 粗大ごみ（小）という分別区分

については、不燃・粗大ごみ
等からよりも小さい労力でピッ
クアップが可能であるが、ピッ
クアップ作業自体は時間と労
力が必要である。 

・ 持込ごみ中の小型家電量も
多いが、市民による選別と指
定場所保管により回収ができ
ている。 

作業性 
・ リサイクルプラザに搬入され

てきた大型ごみや不燃ごみ
は、建物内の貯留場に仮置 

・ その後ショベルローダーで
不燃物受入ホッパー前に運
搬 

・ 火災爆発防止の為、危険物
除去作業員３名でライターや
中身の入ったカセットボンベ
等の危険物を除去。 

 

人員 
・特に増員なし 

人員 
・ 市職員 2 名、作業員 2 名を配

置。  
  （粗大ごみ(小)のピックアップ） 

人員 
・ 小型家電の回収の為に新た

に１名増員しての作業となっ
ている。 

ピック 
アップ 
対象の 
不燃・粗大 
ごみ中に 
占める 
小型家電 
の割合 

0.27％ 
（対象÷（埋立＋粗大ごみ）） 
H20年度実績見込：重量比 

①埋立ごみ、粗大ごみ総計 
2,345,500kg 

②ピックアップ量6247.5kg 
→重量割合（②／①）＝0.27％ 
 

１％未満 
（対象÷（不燃(小)＋持込ごみ）） 
① 粗大ごみ(小)搬入量(t)： 

140（12～8月） 
持込ごみ搬入量(t): 
4,884（1～8月） 

② ピックアップ回収実績 
（対象10品目） 
：4,644 kg（12～8月） 

→重量割合（②／①）＝0.09 ％ 

0.08 ％ 
（対象÷（不燃＋粗大ごみ）） 

H21.3 月～8 月分試算 
①粗大ごみ、不燃ごみ総計 
 805,000㎏ 

②ピックアップ量667kg 
→重量割合（②／①）＝0.08 ％ 

モデル 
事業開始 
前後に 
おける、 
不燃・粗大 
ごみの 
収集状況 
の変化 

・ 今のところ、目立つような変
化は認められない。 

・ 大館市では、既に小型家電
回収が定着している感もあ
り、急激な変化は見られてい
ない。 

・ 特になし。 
まだ、ボックス回収の浸透度
が低いことに加え、ボックス設
置箇所が少ないため、粗大ご
み（小）の回収量等に明らか
な変化を見て取るところまで
は行っていない。 

・ ピックアップされる小型家電
の量は減少傾向。 

・ 事業の周知により、不燃ごみ
に混入させるケースが減少
していると思われるが、長期
的な評価が必要。 

４） イベント回収 

情報項目 秋田県 大館市、能代市、山本郡 茨城県 日立市 福岡県 大牟田市 

イベント
回収効果 
 
※回収ボ
ックス、 
ピック 
アップ 
方式で 
期待でき 
ない成果 
はあるか 

・ 小型家電の回収よりも、仕組
みの啓発や、環境教育の効
果に期待している。 

・ 回収品目は、直前の広告に
イラスト付きで掲載された品
目が全回収個数の約９０％。
対象外品目として明示した記
録媒体や電池はまったく入
っていなかった。直前に行っ
た新聞広告は回収品目の種
類に影響していると考えられ
る。 

・ サイエンスカフェは、主に環
境教育の効果を期待したイ
ベントとして開催した。 

・ レアメタルリサイクル関する
講演に加え、小型家電の解
体実験を実施したことから、
参加者の理解度を高めること
ができた。 

・ １回６０名程度の小規模イベ
ントであり、回収面では大き
な効果は得られなかったが、
確実に参加者の気持ちを動
かすことのできるイベントで
あると実感。 

○オープニングイベント 
・ 事業スタート時に回収ボック

スお披露目。 
・ 先着 100 人にエコ商品進呈

子どもが持参した場合は、風
船プレゼント。 

・ イベントを実施した店舗は、 
各ボックス設置場所のなかで
最も回収量が多かった。 

○2009環境フェア 
・ 参加者が 1000 名と多かった

ことから、小型家電回収のPR
効果はあったと思われる。今
後の回収量増加につながる
と思われる。 

 

５） 周知方法 
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情報項目 秋田県 大館市、能代市、山本郡 茨城県 日立市 福岡県 大牟田市 

周知方法 
の評価 
 
※どの 
周知方法 
が有効 
だったか、 
課題） 

・ 多くの地点で１２月以前より１
月、２月の回収量が増加して
いることから、周知の効果が
あったものと考えられる。 

・ 大館、能代、山本地域全域
で回収量が増加していること
から、新聞広告が有効であっ
たと考えられる。 

・ バスの車内広告について
は、見る人が限定されること
から、車外広告の効果が上
がる可能性が高い。 

・ チラシの配布に関しては、住
民から品目の問い合わせが
多くあった。しかしながら、チ
ラシの裏面の品目リストまで
目を通していない可能性が
ある。チラシに「保存版」と入
れる、「対象品目」をイラスト
化する等の工夫が必要と考
える。 

 

・ 新聞記事掲載後の問合せが
多かったが、短期間での立
ち上げ作業であり、十分な周
知活動は行えなかった。 

 

・ 市民対象のアンケートで、事
業をどのように知りましたかと
いう問いに対する回答。（有
効回答者 1437 人） 

（回答数・回答割合(％) 
複数回答） 
 

①広報おおむた：526 人・37％ 
②新聞記事：442 人・31％ 
③ﾃﾚﾋﾞﾆｭｰｽ：315 人・22％ 
④新聞折込チラシ：128 人・9％ 
⑤回収ボックスを偶然見かけた：

98 人・7％ 
⑥学校配布チラシ：91 人・6% 
⑦ラジオニュース：67 人・5％ 
⑧知り合いから聞いた：41 人・3％ 
⑨インターネット：31 人・2％ 

広報、周知 
方法の 
工夫の 
ポイント、 
シンボル
マーク等 

キャラクター・シンボルマーク 
○「こでんちゃん」 
・ 回収の広報等に統一性を与

えられ、継続的に浸透してい
ると感じている 

 

キャラクター・シンボルマーク 
○「レアメタくん」 
・ 評判は良く、「チビメタくん」も

登場させている。 
 

キャラクター・シンボルマーク 
○大蛇山まつりのマスコット 
ダイジャー(大牟田市)利用 

・ 事業範囲の拡大による、大
牟田市以外での利用に際し
ては別のマスコットの活用も
検討。 

 

成果の 
開示方法 

・ 先行している既存の回収試
験の専用ホームページにお
いて、使用済小型家電の回
収実績を開示。 

・ 開示項目（回収方式（ボック
ス・ピックアップ別、市町村
別） 

  －ボックス数 
  －回収量（重量、個数） 
  －回収量の変化 
  －増加品、減少品 

・ モデル事業終了後に成果報
告書を作成し、ホームページ
等の掲載を検討 

 

・ モデル事業終了後に成果報
告書を作成し、ホームページ
等の掲載を検討 

・ アンケートについても同様 
・ 学校での回収については、

個別のフィードバックを検討 

 

６） その他 

情報項目 秋田県 大館市、能代市、山本郡 茨城県 日立市 福岡県 大牟田市 

その他 
今回の 
モデル 
事業を 
通して 
の所見、 
要望等 

・ 今回は回収期間が短く、回
収ボックスの新設地点の周
知が十分にできなかったた
め、回収量が少ない地点が
多く、回収データの傾向等を
十分に把握できていないた
め、継続したデータ収集が
必要と思われる。 

 

・ 予算的に可能であれば、啓
発グッズ（ノベルティ、着ぐる
み）があると効果は大きくなる
と思われる。 

・ イベント回収時の、キャラクタ
ーやノベルティの吸引力は
大きい 

・ これまでの回収実績及び市
民アンケートの結果を踏ま
え、より有効な回収方法を検
討していきたい。 

・ 今後はボックス設置に協力
いただいている店舗と連携し
た取組（店舗のチラシへの掲
載等）も検討したい。 

 

 


